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アフリカ熱帯雨林の生物多様性保全と
エコツーリズム：ゴリラ観光の現場から

山極寿一

京都大学

Tropical rain forest

それぞれの熱帯雨林は

互いにと も違 いる互いにとても違っている

Biodiversity hotspot areas
(Myers, 2000)

・ 維管束植物のうち、少なくとも０．５％あるい
は1,500種が固有種で、その原生的植生の
少なくとも７０％が失われている地域少なくとも が失われて る地域

・ このような地域は世界で34か所あり、世界の
植物、鳥類、哺乳類、爬虫類、両生類のほぼ
60％を有し、固有種がきわめて多い。

Hotspot areas in the world

1950年から2000年までに起こった主要な武力衝突の90％以上は、ホットスポット
の周辺、80％以上がホットスポット内で生じている。

Conservation Biology, 23 (2009)

アフリカ大地溝帯と生物多様性の喪失
E Chadri, AJ Plumptre (eds)
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増加する自然資源の収奪とそれをめぐる衝突 ゴリラとチンパンジーの分布

Pan Gorilla

Pan paniscus

P. troglodytes 
schweinfurthii

P, troglodytes
verus Gorilla

gorilla

G. beringei
beringei

G.b. graueri

ゾウの糞から芽生えた
Solanum dasyphyllum
の実生

強い毒性

Yumoto et al, 1995

コンゴ民主共和国
カフジ・ビエガ国立公園

アフリカ熱帯雨林のエコシステム

• レフュージアは低地と山地に限定される

• 大型哺乳類の多様性が高い

• ゾウと霊長類の生物体量が大きい

• 大型哺乳類による森林の維持・再生への貢献
が大きい

Ex：Seed dispersal by gorillas （Cola lizae, Myrianthus holstii）
Seed dispersal by elephants（Solanum dasyphyllum, 

Sacoglottis gabonensis）

Global average temperature variation since 1850 (elevation by greenhouse effect)

Average temperature 
variation in the east of 
Democratic Republic of the 
Congo 1953-2007

Yamagiwa et al (2011)
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Key factors for ecosystem in tropical 
rainforests in Africa

• Historical climate change

• El Nino 

• Greenhouse effect

• Destructive activities by• Destructive activities by 
humans

Deforestation

Mining

Poaching

エコツーリズムとは

• 自然資源の劣化をもたらすことなく、持続的
な観光開発によって地元に経済効果をもたら
し、その資源の価値に対する認識を高める効
果が期待されている観光果が期待されている観光

１）資源を持続させるための方策

２）地元住民の参画

３）経済効果

マウンテンゴリラ

クロスリバーゴリラ

ゴリラの現代の分布域

ヒガシローランドゴリラ

ニシローランドゴリラ

クロスリバ ゴリラ

火山国立公園（ルワンダ）の
ゴリラ･ツアー

年7万人を超える観光客
ゴリラ１集団に8人まで

1人1日1時間のツアー代500ドル
観光が国家の外貨収入の１位

全生息数450頭中75%が人付けされ
その3分の2がツアーに提供

人獣共通感染症
利益の配分をめぐるトラブル
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マウンテンゴリラ

クロスリバーゴリラ

ゴリラの現代の分布域

ヒガシローランドゴリラ

ニシローランドゴリラ

クロスリバ ゴリラ

整備された
国⽴公園の境界

１９８７

最初のゴリラ調査
トゥワ⼈のトラッカー
とともに

１９７８

⼈と物資を満載して
公園内を⾛るトラック

公園への出⼊りを
規制する職員

野⽣動物の
畑荒らし

住⺠による
森林利⽤

公園監視員
による取り締まり

ポレポレ基⾦（1992年）

• ゴリラと人の共生

• 現地主導

• 急がずにフェアな

生き方を目指す
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ポポフの
活動 苗⽊センター

学校建設 環境教育学級

内戦の勃発

１９９６，１９９８

ゾウの⼤規模な密猟

兵⼠と住⺠による
ゴリラの密猟
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70%

80%

90%

100%

そ 他

カフジービエガ国立公園で摘発された主な不法活動の割合
（1996－98年の内戦以後に密猟と密掘の割合が増えている）
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密猟

(326例) (738例） (719例) (摘発例数)

コルタンの採掘穴
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集団に含まれるメス数
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子持ちのメスの割合％

内戦による大規模な密猟
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カフジのゴリラの集団あたりのメスの数と
子持ちのメスの比率の年変動 セリオスタキスの増殖

カフジエコツーリズムのルール

• １グループ８人（＋ガイド）
• １グループの観察時間は１時間
• １日に１グループまで
• 観察に行けるのは15歳以上観察に行けるのは 歳以
• 病気のものは自己申告し、辞退
• 観察距離は７ｍ以上
• ゴリラから300メートル以上離れてから食事
• トイレは３０ｃｍ以上穴を掘って埋める
• フラッシュをたかない
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環 境 教 育

住民の生活調査

調査した家族 1日一人当たり食べる量(g)

肉 魚

LW 1 23.6 26.3

LW 2 72.9 33.9

LW 3 29.2 25.8

LW 4 17.5 22.5

１日に必要な動物タンパクの量(1〜2g/kg body weight)を摂取できていない

LW 5 10.4 29.3

MT 1 31.4 38.7

MT 2 29.6 36.9

Mt 3 33.2 34.1

Mt 4 18.5 29.6

Mt 5 27.0 41.5

平均値 29.3 31.9

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

Wood

Charcoal

食事あたりに用いた燃料の頻度は薪に偏っている
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0.40

LW 1 LW 2 LW 3 LW 4 LW 5 MT 1 MT 2 MT 3 MT 4 MT 5

Kerosene
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家畜増加プロジェクト

屋久島で⾃然の保全とエコツーズムのシンポジウム

2001年

屋久島の森と⾳楽を楽しむ

生物多様性の保全とは

•生物の個性を知ること

•生物の歴史を知ること•生物の歴史を知ること

•命のつながりを知ること

•自分の縁を知ること
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マウンテンゴリラ

クロスリバーゴリラ

ゴリラの現代の分布域

ヒガシローランドゴリラ

ニシローランドゴリラ

クロスリバ ゴリラ

調査地（Moukalaba-Doudou NP)

• 1956 動物保護区（80,000 ha）

• 1999 最初の調査

• 2001 CENARESTと京都大学の間に

研究協力協定締結

• 2002  ガボン政府が13の国立公園設立

Libreville

Cameroon

Eq. Guinea

Gabon

Equator

Moukalaba-
Doudou NP

（ムカラバ国立公園）

ゴリラの人付け開始

• 2003  京都大学の調査基地設立

• 2006 IRETとの共同研究開始

• 2009 JST/JICAのプロジェクト開始

R. Congo

Atlantic
Ocean

CENAREST ガボン科学技術開発省

IRET ガボン熱帯生態研究所

プロジェクトの目標

• MDNPの生態系の特徴、とくに森林と大型哺
乳類（霊長類）との関係を解明する

• 野生動物と人との接触に関する獣医学的調査

調査を担うガボン人研究者の育成• 調査を担うガボン人研究者の育成

• 地元の社会経済についての調査

• 資源の持続的利用とエコツーリズムの推進

• 博物館活動を担うガボン人スタッフの育成 Census transect &
Camera trapping

Camera trapping

Infrared Sensor
Lenz of camera

Ogilby’s Duiker
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植物の調査フンを用いた調査 植物の調査フンを用いた調査

生態系の広域調査 (2010年7月)
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現地スタッフとの調査会議

 地域住民の自然資源の利用の実態の調査

(国立公園の境界付近の村落)

環境教育活動
地域住民の社会経済調査と

 環境教育活動の実施

(国立公園周辺のすべての村落)

 地域住民の持続的な自然資源の利用方法の

検討と提案

動物による畑荒らし 環境教育活動のようす
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 霊長類を中心とした大型哺乳類と人間との

接触状況に関する調査（公園周辺の村落）

関する調査
野生動物と人間の接触状況に

 細菌、寄生虫、ウイルスに関する調査

 主要な人と動物に共通の感染症について

病原体と感染環の調査

調査地の実験所

ムカラバ・キャンプでの糞の分析
ゴリラの便から採集された寄生虫卵

糞線虫属寄生虫について分子遺伝学的解析 各人付け段階におけるジャンティ集団のストレスの程度
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 霊長類 (主にゴリラとチンパンジー) の人づけ

 森林内のネイチャートレイルの整備

調査と環境整備
エコツーリズムの実施に向けた

 森林内のネイチャ トレイルの整備

 エコツーリズムのためのガイドブック作成

 科学的知識をもったガイドの育成

 エコツーリズムのルールの検討と提案

野生のゴリラを人付けする

ガボン人研修
9月2日〜11月17日

野生動物の飼育技術、健康管理、展示技術の研修（京都市動物園）

野生動物の管理技術の研修（京都大学・京都市嵐山モンキーパーク）

京都大学グローバルCOE国際シンポジウム（京都大学）

第23回国際霊長類学会大会（京都大学）

野生動物の試料に基づくDNAの解析と生物多様性分析の研修
DNA抽出法、PCR法、シークエンス解析、ジェノタイプ解析 （京都大学・京都府立大学）

世界遺産エコツーズム研修
（屋久島世界遺産センター）

第13回SAGA (Support for Asia and African Great Apes)
シンポジウム（麻布大学・横浜ズーラシア）

野生動物の試料に基づく寄生虫学と分子微生物学の研修
寄生虫回収法、糞便検査法、糞便培養法、検体処理法
鑑別法、寄生虫ゲノムDNA解析法、プラスミド抽出法 (山口大学）

京都市動物園で展示と環境教育実習

京都市動物園でゴリラの健康診断 細菌学の実習

PPEs; face shield, mask, gloves
Intraperitoneal injection
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屋久島研修
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ムカラバ国立公園における生態系の
科学的解明

人と野生動
物の安全
な接触法
の開発

国立公園周辺の住民や訪問者の安全性および経済的インセンティブを考慮した
環境保全型観光事業がコンゴ盆地地域のアフリカ諸国に普及し、熱帯林の生態

系・生物多様性が永続的に保全される

研究課題名 野生生物と人間の共生を通じた熱帯林の生物多
様性保全

研究代表者名
（所属機関）

山極 壽一

(京都大学 大学院理学研究科 教授) 

研究期間 H20採択

平成21年9月9日から平成26年9月8日まで

（5年間）

相手国名 ガボン共和国

主要相手国研究
機関

熱帯生態研究所（IRET） JSTプロジェクト目標

JST上位目標

地球規模
での貢献

・生物多様性・遺伝資源の保全と利用促進

政策への
反映

・人と野生動物との共生を図るための政策（日本を
含めた農村保全政策）

JST従たる評価項目

ムカラバ
国立公園
の生態系
地図作成

科学的知見に基づいた住民参加型の生物多様性保全管理手法が
ガボン国内における国立公園管理政策として採用される

◎
標徴種の遺
伝的多様性
の解明（○

種類）

科学技術的知
見に基づいた
環境保全型エ
コツーリズムモ

熱帯林保全技術の開発と安全で持続
的な人と野生動物共存の管理モデル

の開発

類人猿の
行動観察
ルールの

確立

隣接住民
の環境利
用の解明

類人猿と
人との接

触によるス
トレスや病
気感染性
の解明

人と野生動物
との接触

生態系把握
動植物の遺伝解析

と多様性
科学的

エコツーリズム

特許出願 ・病態調査法の開発について

レビュー付
雑誌への

掲載

ムカラバ生態系の生物多
様性と中・大型哺乳類の
生息状況の解明について
掲載

類人猿の生態と繁殖
戦略の解明について
掲載

遺伝資源
へのアクセ
スとデータ

入手

・熱帯地域における動植物資源

・哺乳類に影響を及ぼす細菌・ウィルス・寄生虫類

人材育成

若手研究者のレビュー付
雑誌への論文掲載

ガボン側研究者と共
同でレビュー付雑誌
への論文掲載

宇宙技術
利用

・衛星を利用した生態系モニタリング技術の促進

生態調査・社会経済調査

生態系を代表する標徴種が選
定される （○種類）

標徴種の
生態系・
生息地の

解明

人獣共通感染
症が特定され
る （○種類）

霊長類の寄
生虫等病態
の解明（）

霊長類の繁
殖構造と個
体分散の解

明

コツ リズムモ
デル開発（ガイ
ドの育成、ガイ
ドブック、ネー
チャートレール

の策定）

獣害軽減策
と持続的環
境利用法の

開発

標徴種
の生物
間相互
作用の
解明

類人猿の人付け
と行動観察

類人猿の
行動生態
の解明

類人猿の
行動観察
が可能に

なる

複数の類
人猿の集
団が人付
けされる

ムカラバ国立
公園における
霊長類の遺
伝的多様性

の解明

ご静聴ありがとうございました




